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ま
す
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　私たち横手城南高校ソフトボール部は、現
在２年生２名、１年生５名の計７名で活動し
ています。人数が少ないので湯沢翔北高校と
の合同チームで試合に出場しています。部員
は全員、高校からソフトボールを始めました。
毎日、互いに褒め合い、教え合いながら楽し
く笑顔で頑張っています。
　練習では、日々個人の技術向上を目指し、特
に打撃に力を入れて頑張っています。また、自
主練習にも積極的に取り組み、自分に足りない
部分を重点的に練習しています。合同練習の際
には、連携を中心に練習しています。そのため、
コミュニケーションを多くとったり、試合を想

横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!

横手城南高等学校ソフトボール部の練習風景

　横手市議会では、市議会の活動や取組を議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横
手市議会」を放送しています。議員が交代で出演し、市議会の活動や取組を自らの声で紹介する
もので、市民参加を意識した番組づくりに力を入れています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。

分科会長　宮川　拓也　副分科会長　林　一輝
委　　員　加藤　勝義　寿松木　孝
　　　　　加藤　雄太　土田百合子

　広報分科会では、議会だよりモニターの皆さ
んからいただいた意見などを参考に、日々より

良い紙面づくりに努めております。より多くの視点と声が、良い
紙面づくりの為には必要ですので、お気づきの点などございまし
たら是非お声を寄せてくださいますようお願い申し上げます。

（林　一輝）

次号（No.85）の発行は令和 7 年 11 月 1 日の予定です。次号発行日のお知らせ　

横手城南高等学校
ソフトボール部

定した動きを常にしたり、合同チームならでは
の弱さを補えるよう練習に打ち込んでいます。
　部訓である「ＫＡＺＥ」を胸に、「感謝」を
忘れず、「あきらめず」「全力で」「笑顔」で
プレーしていきます。そして、自分を信じ、仲
間を信じて、ソフトボールを仲間とできる時間
を楽しみたいと思います。
横手城南高等学校ソフトボール部 ２年 松井　結愛

まつ  い　　　ゆう  あ

令和7年6月9日放送
｢市議会のハテナ～一般質問とは～」

市議会ホームページで
過去の放送内容を
お聴きいただけます。

毎月第2・4月曜日　午前10時40分～
再放送：翌火曜日　午前 7時30分～

8/11　行政視察報告（産業建設常任委員会）
8/25　9月定例会のお知らせ

今後の放送予定

好評
放送中

広報広聴委員会  広報分科会

編 集 後 記

横手市議会だより

横手城南高等学校3年　大山　愛未さん
あい  みおおやま

｢龍驤虎視｣
りゅうじょう  こ     し

横手城南高等学校２年　鈴木　真央さん
ま　おすず  き

｢夢彩色｣
む   さい しょく

◆大 山　愛 未 「龍驤虎視」
　この作品は、その名の通り、龍と虎が互いに睨み合い、戦いを
始めようとしている場面です。そして、鳥居の前の陰陽師の少
年が龍笛を奏でながら、その戦いの行方を見守っているという
ストーリーで描きました。
◆鈴 木　真 央 「夢彩色」
　この絵の鳥は「ワカケホンセイインコ」という外来種です。そ
の下の蛾は「オオミズアオ」という蛾で、日本全国に生息してい
ます。「非現実」感を念頭に、色鉛筆で何度も塗り重ね、深みのあ
る色を出せたと思います。

作品のこだわりポイント！主な内容
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◆
横
手
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
横
手
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問  

今
回
の
改
正
は
、
連
帯
保
証
人
を
２
人

か
ら
１
人
に
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
２

人
確
保
で
き
ず
に
入
居
を
断
っ
た
方
へ
の
声

掛
け
な
ど
の
予
定
は
あ
る
か
。

答  

連
帯
保
証
人
２
人
を
確
保
で
き
ず
入
居

を
断
っ
た
方
の
記
録
等
を
残
し
て
い
な
い
た

め
声
掛
け
は
難
し
い
。
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
報
な
ど
で
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問  

連
帯
保
証
人
に
民
間
保
証
会
社
は
利
用

で
き
な
い
の
か
。

答  

今
回
の
改
正

で
連
帯
保
証
人
の

規
定
の
見
直
し
は

さ
れ
る
が
、
民
間

保
証
会
社
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
て

い
く
。

大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

入
居
者
負
担
金
見
直
し
の
内
容
は
？

厚　　生
常任委員

本間　利博
立身万千子
寿松木　孝
宮川　拓也
井上　忠征
播磨　博一
菅原　惠悦
佐藤　忠久

産業建設
常任委員

菅原　正志
柴田　　忍
加藤　雄太
鈴木　勝雄
林　　一輝
佐藤　誠洋
齋藤　光司
髙橋　和樹

総務文教
常任委員

土田百合子
大日向香輝
木村　清貴
福田　　誠
青山　　豊
髙橋　聖悟
加藤　勝義
塩田　　勉

POINT!

産業建設常任委員会

総務文教常任委員会

厚生常任委員会

市
営
住
宅
入
居
時
の

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
　

POINT!

総
合
計
画
策
定
の
際
に
社
会
情
勢

の
変
化
を
考
慮
し
た
か
？

POINT!

◆
横
手
市
大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問  

前
回
定
例
会
で
、冬
期
間
の
生
活
に
困
っ

て
入
居
さ
れ
て
い
る
利
用
者
へ
の
説
明
が
足

り
な
い
と
の
理
由
な
ど
で
同
議
案
が
否
決
さ

れ
て
い
る
が
、
今
定
例
会
へ
の
再
提
案
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
改
善
さ
れ
た
か
。

答  

入
居
者
の
急
激
な
負
担
増
を
緩
和
す
る

た
め
３
年
か
け
て
負
担
額
を
段
階
的
に
引
き

上
げ
、
実
費
相
当
額
に
見
直
す
た
め
の
条
例

改
正
議
案
で
あ
る
。
現
入
居
者
か
ら
は
事
前

に
意
見
を
聞
い
て
お
り
、
今
後
入
居
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
事
前
相
談
に
お
い
て
内
容
を

説
明
し
て
い
き
た
い
。

◆
第
３
次
横
手
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て

問  

計
画
期
間
10
年
を
５
年
に
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
以
前
に
「
首
長

任
期
に
合
わ
せ
た
総
合
計
画
に
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
声
が
あ
っ
た
が
、
議
論
は
し
た
か
。

答  

基
本
計
画
は
、
柔
軟
に
社
会
情
勢
等
の

変
動
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

ほ
か
、
実
施
計
画
は
毎
年
度
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
計
画
期
間
を
短
く
す
る
と
、
振
り

返
り
か
ら
次
の
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
過
程
も

短
く
な
る
た
め
、
現
行
の
前
期
・
後
期
５
年

ご
と
の
見
直
し
が
望
ま
し
い
形
で
あ
る
。
首

長
の
任
期
に
合
わ
せ

る
と
な
れ
ば
、
策
定

期
間
が
短
く
現
実
的

で
は
な
い
。
市
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
関

し
て
は
、
基
本
計
画

の
重
点
方
針
に
掲
げ

る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

入居要件の連帯保証人
規定の見直しを実施

みんなで協議して
策定する総合計画

適切な利用者負担が
求められる

定例会ピックアップ委員会審査報告

あなたと市議会　第84号　2025.8.1 2あなたと市議会　第84号　2025.8.13

賛否が分かれた議案と審議結果
・採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました。
※ 小野正伸議長は採決に加わりません。  　　　　○：賛成　　●：反対

　賛　成
　反　対
宮川　拓也
福田　　誠
大日向香輝
菅原　正志
齋藤　光司
菅原　惠悦
青山　　豊
佐藤　誠洋
寿松木　孝
播磨　博一
塩田　　勉
髙橋　聖悟
柴田　　忍
佐藤　忠久
小野　正伸
髙橋　和樹
林　　一輝
本間　利博
加藤　勝義
鈴木　勝雄
立身万千子
土田百合子
井上　忠征
木村　清貴
加藤　雄太
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表 決 数

市民の会

さきがけ

新 政 会

創成の会

日本共産党

公 明 党

新風の会
実 横 会

議決結果 採択否決原案
可決

原案
可決 原案可決
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不採択

案
件
名

会
派
・
議
員
名

■議案第66号
財産の取得について(横手市立
体育館 スポーツ備品(バスケッ
トボール関連)） 

　横手市赤坂に建設中の、横手市
立体育館で使用する移動式バス
ケットゴールや得点表示システム
など、バスケットボール関連の備
品の購入について審議が行われ、
可決されました。

■議案第74号
財産の取得について(横手市立
小中学校学習用端末） 

　現在、市内の小中学校で児童生
徒が一人一台使用している学習用
タブレット端末が更新時期を迎え
ることになり、今回新たに5,228
台の端末の購入について審議が行
われ、可決されました。

■議案第77号
令和7年度横手市一般会計補正
予算（第3号）・エネルギー価格
高騰対策支援事業

　市内に住所または事業所を有す
る中小企業・農業法人を対象とし
て、水道光熱費及び燃料費の一部
を補助（上限10万円）する予算に
ついて審議し、可決されました。

建設中の横手市立体育館
（令和８年度オープン予定）

◆陳情７第６号 再審法改正（刑事訴訟法の一
部改正）の意見書の採択を求める陳情書

　 （再審法の改正をめざす秋田の会　弁護士 有働　悠一氏　他５名）

◆陳情７第７号 地方財政の充実・強化を求め
る意見書提出に関する陳情

　 （連合秋田横手湯沢地域協議会 議長 岩佐　真氏）

◆陳情７第５号 「選択的
夫婦別姓制度の導入を
求める意見書」採択に
関する陳情書

　 （秋田弁護士会 会長 石田　英憲氏）

議案 PICK UP!

陳情の審査結果

本会議の様子は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

議　案
第53号

議　案
第57号

議　案
第73号

議　案
第78号

陳情７
第５号

陳情７
第６号

横
手
市
大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
７
年
度
横
手
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

横
手
市
議
会
議
員
及
び
横
手
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例

及
び
横
手
市
の
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営

及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

再
審
法
改
正
（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

の
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

第
３
次
横
手
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ

い
て

採　択採　択 不採択不採択



◆
横
手
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
横
手
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問  

今
回
の
改
正
は
、
連
帯
保
証
人
を
２
人

か
ら
１
人
に
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
２

人
確
保
で
き
ず
に
入
居
を
断
っ
た
方
へ
の
声

掛
け
な
ど
の
予
定
は
あ
る
か
。

答  

連
帯
保
証
人
２
人
を
確
保
で
き
ず
入
居

を
断
っ
た
方
の
記
録
等
を
残
し
て
い
な
い
た

め
声
掛
け
は
難
し
い
。
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
報
な
ど
で
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

問  

連
帯
保
証
人
に
民
間
保
証
会
社
は
利
用

で
き
な
い
の
か
。

答  
今
回
の
改
正

で
連
帯
保
証
人
の

規
定
の
見
直
し
は

さ
れ
る
が
、
民
間

保
証
会
社
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
て

い
く
。

大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

入
居
者
負
担
金
見
直
し
の
内
容
は
？

厚　　生
常任委員

本間　利博
立身万千子
寿松木　孝
宮川　拓也
井上　忠征
播磨　博一
菅原　惠悦
佐藤　忠久

産業建設
常任委員

菅原　正志
柴田　　忍
加藤　雄太
鈴木　勝雄
林　　一輝
佐藤　誠洋
齋藤　光司
髙橋　和樹

総務文教
常任委員

土田百合子
大日向香輝
木村　清貴
福田　　誠
青山　　豊
髙橋　聖悟
加藤　勝義
塩田　　勉

POINT!

産業建設常任委員会

総務文教常任委員会

厚生常任委員会

市
営
住
宅
入
居
時
の

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
　

POINT!

総
合
計
画
策
定
の
際
に
社
会
情
勢

の
変
化
を
考
慮
し
た
か
？

POINT!

◆
横
手
市
大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問  

前
回
定
例
会
で
、冬
期
間
の
生
活
に
困
っ

て
入
居
さ
れ
て
い
る
利
用
者
へ
の
説
明
が
足

り
な
い
と
の
理
由
な
ど
で
同
議
案
が
否
決
さ

れ
て
い
る
が
、
今
定
例
会
へ
の
再
提
案
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
改
善
さ
れ
た
か
。

答  

入
居
者
の
急
激
な
負
担
増
を
緩
和
す
る

た
め
３
年
か
け
て
負
担
額
を
段
階
的
に
引
き

上
げ
、
実
費
相
当
額
に
見
直
す
た
め
の
条
例

改
正
議
案
で
あ
る
。
現
入
居
者
か
ら
は
事
前

に
意
見
を
聞
い
て
お
り
、
今
後
入
居
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
事
前
相
談
に
お
い
て
内
容
を

説
明
し
て
い
き
た
い
。

◆
第
３
次
横
手
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て

問  

計
画
期
間
10
年
を
５
年
に
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
以
前
に
「
首
長

任
期
に
合
わ
せ
た
総
合
計
画
に
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
声
が
あ
っ
た
が
、
議
論
は
し
た
か
。

答  

基
本
計
画
は
、
柔
軟
に
社
会
情
勢
等
の

変
動
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

ほ
か
、
実
施
計
画
は
毎
年
度
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
計
画
期
間
を
短
く
す
る
と
、
振
り

返
り
か
ら
次
の
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
過
程
も

短
く
な
る
た
め
、
現
行
の
前
期
・
後
期
５
年

ご
と
の
見
直
し
が
望
ま
し
い
形
で
あ
る
。
首

長
の
任
期
に
合
わ
せ

る
と
な
れ
ば
、
策
定

期
間
が
短
く
現
実
的

で
は
な
い
。
市
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
関

し
て
は
、
基
本
計
画

の
重
点
方
針
に
掲
げ

る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

入居要件の連帯保証人
規定の見直しを実施

みんなで協議して
策定する総合計画

適切な利用者負担が
求められる

定例会ピックアップ委員会審査報告

あなたと市議会　第84号　2025.8.1 2あなたと市議会　第84号　2025.8.13

賛否が分かれた議案と審議結果
・採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました。
※ 小野正伸議長は採決に加わりません。  　　　　○：賛成　　●：反対
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宮川　拓也
福田　　誠
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寿松木　孝
播磨　博一
塩田　　勉
髙橋　聖悟
柴田　　忍
佐藤　忠久
小野　正伸
髙橋　和樹
林　　一輝
本間　利博
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新 政 会
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新風の会
実 横 会
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不採択

案
件
名

会
派
・
議
員
名

■議案第66号
財産の取得について(横手市立
体育館 スポーツ備品(バスケッ
トボール関連)） 

　横手市赤坂に建設中の、横手市
立体育館で使用する移動式バス
ケットゴールや得点表示システム
など、バスケットボール関連の備
品の購入について審議が行われ、
可決されました。

■議案第74号
財産の取得について(横手市立
小中学校学習用端末） 

　現在、市内の小中学校で児童生
徒が一人一台使用している学習用
タブレット端末が更新時期を迎え
ることになり、今回新たに5,228
台の端末の購入について審議が行
われ、可決されました。

■議案第77号
令和7年度横手市一般会計補正
予算（第3号）・エネルギー価格
高騰対策支援事業

　市内に住所または事業所を有す
る中小企業・農業法人を対象とし
て、水道光熱費及び燃料費の一部
を補助（上限10万円）する予算に
ついて審議し、可決されました。

建設中の横手市立体育館
（令和８年度オープン予定）

◆陳情７第６号 再審法改正（刑事訴訟法の一
部改正）の意見書の採択を求める陳情書

　 （再審法の改正をめざす秋田の会　弁護士 有働　悠一氏　他５名）

◆陳情７第７号 地方財政の充実・強化を求め
る意見書提出に関する陳情

　 （連合秋田横手湯沢地域協議会 議長 岩佐　真氏）

◆陳情７第５号 「選択的
夫婦別姓制度の導入を
求める意見書」採択に
関する陳情書

　 （秋田弁護士会 会長 石田　英憲氏）

議案 PICK UP!

陳情の審査結果

本会議の様子は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

議　案
第53号

議　案
第57号

議　案
第73号

議　案
第78号

陳情７
第５号

陳情７
第６号

横
手
市
大
森
町
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
７
年
度
横
手
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

横
手
市
議
会
議
員
及
び
横
手
市
長
の
選
挙
に

お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例

及
び
横
手
市
の
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
公
営

及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

再
審
法
改
正
（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

の
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

第
３
次
横
手
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ

い
て

採　択採　択 不採択不採択



13名の議員が市政を問う

！聞きたい
予算決算委員会　産業建設分科会

◆髙橋　和樹　議員
　市長就任から12年、公約の自己評価は
◆加藤　勝義　議員
　りんご腐らん病まん延防止対策の条例制定を
◆立身万千子　議員
　子どもも大人もひきこもりへの支援を！
◆井上　忠征　議員
　配食サービスの利用拡大を図るべき
◆宮川　拓也　議員
　地域のための持続可能な消防団活動を
◆青山　　豊　議員
　町内会・自治会の今後は
◆本間　利博　議員
　公共ライドシェアの活用を
◆福田　　誠　議員
　高齢者福祉の充実へ向けた施策を

◆寿松木　孝　議員
　大幅な給与増額の根拠は！
◆鈴木　勝雄　議員
　重点作物への産地交付金の嵩上げを
◆土田百合子　議員
　シン・十文字拠点エリア構想に防災の視点を
◆菅原　惠悦　議員
　道の駅十文字の駐車場拡張は必要である
◆菅原　正志　議員
　女性が活躍する職場の環境づくりを

　6月10日～12日に一般質問が行われ、13名の議員が市民の皆さんの
生活にかかわる行政全般について質問をしました。

問  

実
現
で
き
な
か
っ
た
公
約
と
反
省

点
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
そ
の
理
由
は
。

答  

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出
、
障
が
い

者
に
対
す
る
多
様
な
自
立
支
援
の
創
出
、

個
人
経
営
者
や
中
小
企
業
へ
の
支
援
な

ど
、
結
果
を
出
せ
ず
残
念
な
気
持
ち
だ
。

問  

一
昨
年
市
長
が
自
ら
公
言
し
た
人

口
減
少
対
策
の
成
果
の
糸
口
と
は
何
か
。

答  

新
し
い
雇
用
の
場
の
創
出
や
道

路
整
備
、
ダ
ム
事
業
等
、
横
手
市
を
結

ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
健
全
化
等
が
以
前

よ
り
発
展
的
に
見
え
る
部
分
を
指
し
て

い
る
。

問  

市
長
は
「
議
員
が
悩
み
に
悩
み

苦
渋
の
決
断
を
下
す
よ
う
な
難
し
い
提

案
を
し
続
け
て
い
る
」
と
公
言
し
て
い

る
が
、
庁
内
で
の
十
分
な
議
論
も
少
な

く
、
市
民
や
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

な
い
ま
ま
提
案
し
て
い
る
こ
と
が
議
案

の
否
決
や
修
正
に
至
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答  

今
後
は
議
案
の
提
案
に
あ
た
り
、

情
報
、
時
間
、
議
論
の
不
足
だ
っ
た
こ

と
の
反
省
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

問  

公
約
は
具
体
的
に
数
字
で
も
表

し
、
見
え
る
化
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

１
〜
２
年
に
一
度
は
職
員
を
含
め
た
公

約
の
検
証
を
実
施
し
て
進
捗
状
況
を
市

民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

数
字
で
明
確
・
明
快
に
目
標
を
設

定
す
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
し
な
い
。

問  

鈴
木
秋
田
県
知
事
の
打
ち
出
し

た
公
約
と
県
政
運
営
の
手
法
に
対
し
、

市
長
自
身
は
ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。

答  

元
々
県
庁
の
各
部
局
、
担
当
と

の
連
携
は
機
能
し
て
お
り
、
問
題
な
く

進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋

　和
樹
議
員

た
か
は
し
　か
ず
き

髙橋大市長が掲げた三期目の
６つの政策の柱

　一般質問の様子は、イン
ターネットでライブ中継し
ています。また、一部を横
手かまくらＦＭで生放送す
るほか、市議会ホームペー
ジで全ての一般質問を録画
中継でご覧いただけます。

二次元コードを読み取ると、
動画をご覧いただけます。

二次元コード
読取

雄物川浄水場事業
　　　　取水見込みに疑問の声

◆
令
和
７
年
度
横
手
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

問  

新
設
井
戸
か
ら
取
水
で
き
な
か
っ
た

結
果
へ
の
調
査
費
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
用

地
外
の
候
補
地
の
調
査
」
と
い
う
項
目
が

あ
る
。
同
じ
費
用
を
か
け
る
な
ら
、
最
初

か
ら
井
戸
の
場
所
の
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答  
現
在
使
用
中
の
水
源
も
あ
る
が
、
湧

出
量
や
井
戸
の
寿
命
の
問
題
も
あ
り
、
既

存
の
井
戸
だ
け
で
、
今
後
40
〜
50
年
と
浄

水
場
を
運
転
さ
せ
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
高

い
。今
後
の
水
量
確
保
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
、

新
設
井
戸
へ
の
追
加
対
策
を
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

問  

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
水
量
確
保

の
た
め
に
横
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
適
切
な
の
か
。
ま
た
、
国

土
交
通
省
が
管
理
す
る
雄
物
川
の
土
手
が

あ
り
、
土
手
の
強
度
が
保
て
る
の
か
問
題

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
許
可
が
下
り
る
も

の
な
の
か
。

答  

こ
れ
は
、
水
道

設
計
指
針
に
も
う
た

わ
れ
、
多
く
の
実
績

が
あ
る
工
法
で
あ
り
、

横
ボ
ー
リ
ン
グ
で
施

工
し
た
井
戸
も
当
市

に
は
現
存
す
る
。
国

と
協
議
し
、
も
っ
と
太
い
集
水
管
を
河
川

側
に
挿
入
し
た
実
例
も
あ
る
。
今
後
、
国

土
交
通
省
と
具
体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
浄
水
場
整
備
そ
の
も
の
に
反

　
　
　
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
回

採
掘
し
た
井
戸
を
生
か
す
た
め
の
調
査

費
と
の
こ
と
だ
が
、
調
査
後
の
対
応
策

を
含
め
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
案
で
は

な
い
。
候
補
地
の
再
選
定
、
現
在
の
水
源

を
生
か
す
と
い
っ
た
代
替
案
を
早
急
に

出
し
て
、
建
設
現
場
や
受
益
者
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
切
に
願

う
も
の
で
あ
り
、
本
案
に
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立
な

　
し
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も
の
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

  

〜
雄
物
川
浄
水
場
と
は
〜

　
雄
物
川
沼
館
地
内
に
設
置
予
定
の

新
し
い
浄
水
場
で
、
雄
物
川
地
域
と

平
鹿
地
域
の
一
部
が
給
水
範
囲
と
な

る
。
令
和
９
年
度
完
成
予
定
だ
が
、

水
源
と
し
て
新
設
し
た
井
戸
か
ら
の

取
水
量
が
、
計
画
の
１
／
５
以
下
で

あ
っ
た
た
め
、
追
加
の
対
策
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

◆
令
和
７
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

問  

米
の
価
格
高
騰
に
対
応
し
た
事
業
で
、

酒
造
業
な
ど
が
対
象
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
米
を
利
用
し
て
い
る
事
業
者
へ

の
支
援
は
今
後
考
え
て
い
く
の
か
。

答  

今
回
は
、
酒
造
業
及
び
味
噌
、
麹
を

製
造
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
の
支
援

と
し
て
い
る
が
、
今
後
、
国
の
交
付
金
な

ど
様
々
な
部
分
も
含
め
な
が
ら
内
容
を
精

査
し
て
い
き
た
い
。

◆
令
和
７
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問  

募
集
期
間
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
対
象
者
の
要
件
を
分
か
り
や
す
く

周
知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

現
在
の
と
こ
ろ
、
募
集
期
間
に
つ
い

て
は
８
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。
前
回
同
様
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、商
工
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
周
知
す
る
予
定
で
い

る
。
ま
た
、
対
象
者
の
要
件
に
つ
い
て
は

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
。1．人々を魅了する空間を創出し横手に

賑わいを作る
2．安全と安心に支えられたまちづくり
を進める

3．農地山林フル活用で日本一の複合農
業産地を目指す

4．高速道路等、社会基盤強化を図る
5．人口減少に歯止めをかけるべく、各
種施策を力強く進める

6．産業を育成し雇用を創出する

取
水
見
込
み
は
大
丈
夫
な
の
か

Check!

｢

横
手
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業｣

に
つ
い
て

Check!

伝
統
的
産
業
緊
急
支
援
事
業
に

つ
い
て

Check!

反対

討  論否

建設が進む雄物川浄水場

解  説

※ 横ボーリング…垂直に掘削した井戸の中で、地面と水平方向に掘削し、管を挿入する工法のこと。

市
長
就
任
か
ら
12
年
、

　
　
　公
約
の
自
己
評
価
は

※

委員会審査報告一 般 質 問
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13名の議員が市政を問う

！聞きたい
予算決算委員会　産業建設分科会

◆髙橋　和樹　議員
　市長就任から12年、公約の自己評価は
◆加藤　勝義　議員
　りんご腐らん病まん延防止対策の条例制定を
◆立身万千子　議員
　子どもも大人もひきこもりへの支援を！
◆井上　忠征　議員
　配食サービスの利用拡大を図るべき
◆宮川　拓也　議員
　地域のための持続可能な消防団活動を
◆青山　　豊　議員
　町内会・自治会の今後は
◆本間　利博　議員
　公共ライドシェアの活用を
◆福田　　誠　議員
　高齢者福祉の充実へ向けた施策を

◆寿松木　孝　議員
　大幅な給与増額の根拠は！
◆鈴木　勝雄　議員
　重点作物への産地交付金の嵩上げを
◆土田百合子　議員
　シン・十文字拠点エリア構想に防災の視点を
◆菅原　惠悦　議員
　道の駅十文字の駐車場拡張は必要である
◆菅原　正志　議員
　女性が活躍する職場の環境づくりを

　6月10日～12日に一般質問が行われ、13名の議員が市民の皆さんの
生活にかかわる行政全般について質問をしました。

問  

実
現
で
き
な
か
っ
た
公
約
と
反
省

点
は
あ
る
か
。
あ
れ
ば
そ
の
理
由
は
。

答  

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
場
の
創
出
、
障
が
い

者
に
対
す
る
多
様
な
自
立
支
援
の
創
出
、

個
人
経
営
者
や
中
小
企
業
へ
の
支
援
な

ど
、
結
果
を
出
せ
ず
残
念
な
気
持
ち
だ
。

問  

一
昨
年
市
長
が
自
ら
公
言
し
た
人

口
減
少
対
策
の
成
果
の
糸
口
と
は
何
か
。

答  

新
し
い
雇
用
の
場
の
創
出
や
道

路
整
備
、
ダ
ム
事
業
等
、
横
手
市
を
結

ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
健
全
化
等
が
以
前

よ
り
発
展
的
に
見
え
る
部
分
を
指
し
て

い
る
。

問  

市
長
は
「
議
員
が
悩
み
に
悩
み

苦
渋
の
決
断
を
下
す
よ
う
な
難
し
い
提

案
を
し
続
け
て
い
る
」
と
公
言
し
て
い

る
が
、
庁
内
で
の
十
分
な
議
論
も
少
な

く
、
市
民
や
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

な
い
ま
ま
提
案
し
て
い
る
こ
と
が
議
案

の
否
決
や
修
正
に
至
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

答  

今
後
は
議
案
の
提
案
に
あ
た
り
、

情
報
、
時
間
、
議
論
の
不
足
だ
っ
た
こ

と
の
反
省
を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

問  

公
約
は
具
体
的
に
数
字
で
も
表

し
、
見
え
る
化
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

１
〜
２
年
に
一
度
は
職
員
を
含
め
た
公

約
の
検
証
を
実
施
し
て
進
捗
状
況
を
市

民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

数
字
で
明
確
・
明
快
に
目
標
を
設

定
す
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
し
な
い
。

問  

鈴
木
秋
田
県
知
事
の
打
ち
出
し

た
公
約
と
県
政
運
営
の
手
法
に
対
し
、

市
長
自
身
は
ど
う
連
携
し
て
い
く
の
か
。

答  

元
々
県
庁
の
各
部
局
、
担
当
と

の
連
携
は
機
能
し
て
お
り
、
問
題
な
く

進
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

髙
橋

　和
樹
議
員

た
か
は
し
　か
ず
き

髙橋大市長が掲げた三期目の
６つの政策の柱

　一般質問の様子は、イン
ターネットでライブ中継し
ています。また、一部を横
手かまくらＦＭで生放送す
るほか、市議会ホームペー
ジで全ての一般質問を録画
中継でご覧いただけます。

二次元コードを読み取ると、
動画をご覧いただけます。

二次元コード
読取

雄物川浄水場事業
　　　　取水見込みに疑問の声

◆
令
和
７
年
度
横
手
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

問  

新
設
井
戸
か
ら
取
水
で
き
な
か
っ
た

結
果
へ
の
調
査
費
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
用

地
外
の
候
補
地
の
調
査
」
と
い
う
項
目
が

あ
る
。
同
じ
費
用
を
か
け
る
な
ら
、
最
初

か
ら
井
戸
の
場
所
の
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答  

現
在
使
用
中
の
水
源
も
あ
る
が
、
湧

出
量
や
井
戸
の
寿
命
の
問
題
も
あ
り
、
既

存
の
井
戸
だ
け
で
、
今
後
40
〜
50
年
と
浄

水
場
を
運
転
さ
せ
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
高

い
。今
後
の
水
量
確
保
の
分
析
と
あ
わ
せ
て
、

新
設
井
戸
へ
の
追
加
対
策
を
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

問  

調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
水
量
確
保

の
た
め
に
横
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
適
切
な
の
か
。
ま
た
、
国

土
交
通
省
が
管
理
す
る
雄
物
川
の
土
手
が

あ
り
、
土
手
の
強
度
が
保
て
る
の
か
問
題

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
許
可
が
下
り
る
も

の
な
の
か
。

答  

こ
れ
は
、
水
道

設
計
指
針
に
も
う
た

わ
れ
、
多
く
の
実
績

が
あ
る
工
法
で
あ
り
、

横
ボ
ー
リ
ン
グ
で
施

工
し
た
井
戸
も
当
市

に
は
現
存
す
る
。
国

と
協
議
し
、
も
っ
と
太
い
集
水
管
を
河
川

側
に
挿
入
し
た
実
例
も
あ
る
。
今
後
、
国

土
交
通
省
と
具
体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
浄
水
場
整
備
そ
の
も
の
に
反

　
　
　
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
回

採
掘
し
た
井
戸
を
生
か
す
た
め
の
調
査

費
と
の
こ
と
だ
が
、
調
査
後
の
対
応
策

を
含
め
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
案
で
は

な
い
。
候
補
地
の
再
選
定
、
現
在
の
水
源

を
生
か
す
と
い
っ
た
代
替
案
を
早
急
に

出
し
て
、
建
設
現
場
や
受
益
者
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
切
に
願

う
も
の
で
あ
り
、
本
案
に
反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
出
席
者
起
立
な

　
し
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も
の
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

  

〜
雄
物
川
浄
水
場
と
は
〜

　
雄
物
川
沼
館
地
内
に
設
置
予
定
の

新
し
い
浄
水
場
で
、
雄
物
川
地
域
と

平
鹿
地
域
の
一
部
が
給
水
範
囲
と
な

る
。
令
和
９
年
度
完
成
予
定
だ
が
、

水
源
と
し
て
新
設
し
た
井
戸
か
ら
の

取
水
量
が
、
計
画
の
１
／
５
以
下
で

あ
っ
た
た
め
、
追
加
の
対
策
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

◆
令
和
７
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

問  

米
の
価
格
高
騰
に
対
応
し
た
事
業
で
、

酒
造
業
な
ど
が
対
象
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
米
を
利
用
し
て
い
る
事
業
者
へ

の
支
援
は
今
後
考
え
て
い
く
の
か
。

答  

今
回
は
、
酒
造
業
及
び
味
噌
、
麹
を

製
造
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
の
支
援

と
し
て
い
る
が
、
今
後
、
国
の
交
付
金
な

ど
様
々
な
部
分
も
含
め
な
が
ら
内
容
を
精

査
し
て
い
き
た
い
。

◆
令
和
７
年
度
横
手
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

問  

募
集
期
間
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
対
象
者
の
要
件
を
分
か
り
や
す
く

周
知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

現
在
の
と
こ
ろ
、
募
集
期
間
に
つ
い

て
は
８
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。
前
回
同
様
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、商
工
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
周
知
す
る
予
定
で
い

る
。
ま
た
、
対
象
者
の
要
件
に
つ
い
て
は

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
。1．人々を魅了する空間を創出し横手に

賑わいを作る
2．安全と安心に支えられたまちづくり
を進める

3．農地山林フル活用で日本一の複合農
業産地を目指す

4．高速道路等、社会基盤強化を図る
5．人口減少に歯止めをかけるべく、各
種施策を力強く進める

6．産業を育成し雇用を創出する

取
水
見
込
み
は
大
丈
夫
な
の
か

Check!

｢

横
手
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業｣

に
つ
い
て

Check!

伝
統
的
産
業
緊
急
支
援
事
業
に

つ
い
て

Check!

反対

討  論否

建設が進む雄物川浄水場

解  説

※ 横ボーリング…垂直に掘削した井戸の中で、地面と水平方向に掘削し、管を挿入する工法のこと。

市
長
就
任
か
ら
12
年
、

　
　
　公
約
の
自
己
評
価
は

※

委員会審査報告一 般 質 問
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問  

市
で
行
っ
て
い
る
高
齢
者
福
祉
事

業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
認
定

者
も
含
め
て
希
望
者
全
員
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
見
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

令
和
８
年
度
中
に
行
う
第
10
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
こ
の

利
用
対
象
者
の
要
件
を
含
め
た
総
合
的

な
見
直
し
が
必
要
か
検
討
す
る
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て

問  

観
光
を
成
長
産
業
へ
育
て
る
た
め

の
方
向
性
と
、
重
点
的
な
支
援
の
方
向

性
を
示
す
べ
き
。
ま
た
観
光
振
興
計
画

の
目
標
値
の
設
定
は
見
直
す
べ
き
で
は
。

答  

観
光
施
策
は
第
２
次
横
手
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
も
重

点
施
策
と
し
て
、
外
貨
を
稼
ぎ
地
域
経

済
の
好
循
環
を
創
り
出
す
重
要
な
施
策

と
位
置
付
け
て
い
る
。
横
手
な
ら
で
は

の
景
色
・
文
化
・
食
・
人
・
コ
ト
な
ど

の
質
を
上
げ
る
取
組
を
進
め
、
市
民
が

誇
り
を
持
っ
て
案
内
す
る
こ
と
の
で
き

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
地

道
に
目
指
し
て
い
く
。

　
各
種
計
画
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

●
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問  

婚
活
支
援
事
業
を
強
化
す
る
こ

と
が
、
婚
姻
数
の
増
加
と
出
生
数
の
増

加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
若
者

意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、「
適
当
な
相
手

に
巡
り
合
え
な
い
」
と
回
答
し
た
方
が

最
も
多
く
深
刻
化
し
て
い
る
。
市
で
は

多
様
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

も
男
女
の
出
会
い
や
結
婚
に
つ
な
が
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の

　
　利
用
拡
大
を
図
る
べ
き

利用対象者の拡大が
望まれる配食サービス

井
上

　忠
征
議
員

い
の
う
え
　
ち
ゅ
う
せ
い

問  

昨
年
、
９
月
定
例
会
一
般
質
問

で
り
ん
ご
腐
ら
ん
病
ま
ん
延
防
止
条
例

制
定
の
提
案
を
し
た
。
県
と
Ｊ
Ａ
果
樹

課
と
、
条
例
が
必
要
か
検
討
す
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
対
応
は
。

答  

実
際
に
条
例
化
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
樹
木
や
土
地
は
個
人
財

産
で
あ
る
。
民
法
の
定
め
か
ら
個
人
が

管
理
す
る
も
の
だ
。
弁
護
士
に
相
談
し

た
が
、
勧
告
や
命
令
は
時
間
を
要
す
る

た
め
、
即
効
性
の
あ
る
対
応
が
難
し
く
、

何
よ
り
特
定
の
作
物
に
対
し
て
条
例
化

す
る
こ
と
に
市
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
た
め
現
実
的
で
は
な
い
。
条
例

化
に
代
わ
る
対
策
を
検
討
す
る
。

問  

り
ん
ご
腐
ら
ん
病
は
感
染
力
が

強
く
、
り
ん
ご
枝
幹
を
腐
敗
さ
せ
、
樹

木
全
体
を
枯
死
に
至
ら
し
め
る
。
そ
の

対
策
は
伐
採
除
去
し
て
焼
却
対
応
す
る

し
か
な
い
。
多
く
の
防
除
方
法
の
あ
る
、

ほ
か
の
作
物
と
は
違
う
。
横
手
市
の
り

ん
ご
栽
培
が
こ
の
腐
ら
ん
病
で
、
危
機

的
状
況
で
あ
る
。
現
状
を
把
握
す
る
た

め
に
、
ま
ず
は
調
査
が
必
要
だ
が
、
他

人
の
樹
園
地
に
入
り
調
査
は
で
き
な
い
。

放
任
園
や
樹
園
地
に
入
っ
て
、
調
査
や

勧
告
と
代
執
行
が
で
き
る
条
例
が
必
要

だ
。
共
同
防
除
組
合
の
方
々
は
、
自
ら

対
応
し
て
い
る
が
、
地
域
全
体
で
の
対

応
が
必
要
だ
。

答  
問
題
は
共
有
し
て
い
る
。
市
と

し
て
出
来
る
限
り
の
中
で
、
真
摯
に
対

応
し
て
い
く
努
力
を
す
る
。
差
し
迫
っ

た
問
題
だ
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
た
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
合
併
20
年
に
つ
い
て

り
ん
ご
腐
ら
ん
病

ま
ん
延
防
止
対
策
の
条
例
制
定
を

加
藤

　勝
義
議
員

か
と
う
　
か
つ
よ
し

問  

昨
年
度
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る
ひ
き

こ
も
り
問
題
が
判
明
し
た
が
、
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
今
年
度
新
設
さ
れ
た

市
の
機
関
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答  

ま
る
ご
と
福
祉
課
内
に
「
ひ
き
こ

も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、２Ｙ
ぷ
ら
ざ
１
階
に
「
こ

ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、

当
事
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
庁
舎
１
階
に
「
ふ

く
し
の
窓
口
」
を
設
置
、
成
人
の
ひ
き

こ
も
り
や
生
活
困
窮
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
権
利
擁
護
等
の
困
り
ご
と
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

問  

開
設
後
２
カ
月
ほ
ど
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
来
訪
者
と
相
談
内
容
は
。

答  
５
月
末
時
点
で
、
本
庁
舎
１
階
で

は
79
件
、
２Ｙ
ぷ
ら
ざ
１
階
で
は
５
９
１

件
の
利
用
が
あ
り
、不
登
校
や
友
人
関
係
、

親
子
関
係
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

２Ｙ
ぷ
ら
ざ
は
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問  

孤
立
・
孤
独
状
態
の
本
人
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
を
ど
う
実
行
す
る
の
か
。

答  

必
要
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
世
帯
な
ど
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
相
談
を
待
た
ず
に
出
向
く
こ
と
も

含
め
、
複
数
の
関
係
機
関
が
連
携
し
対

応
す
る
。

問  

具
体
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
「
地

域
の
支
え
合
い
」
を
ど
う
実
行
す
る
か
。

答  

近
隣
同
士
の
交
流
や
町
内
会
活
動

な
ど
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

子
ど
も
も
大
人
も

　
　ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
を
！

Y２ぷらざ１階の
「こども・若者相談窓口」

立
身
　万
千
子
議
員

た
つ
み
　
ま
ち
こ

問  

昨
年
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
各
部
班
へ
支
払
わ
れ
て
い
た
消

防
団
員
の
年
額
報
酬
が
個
人
支
給
に
変

更
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
、
各
部
班

の
活
動
運
営
に
影
響
は
な
い
か
。

答  

消
防
活
動
に
支
障
が
生
じ
た
な

ど
の
報
告
は
な
く
、
影
響
は
な
い
と
捉

え
て
い
る
。

問  

今
の
と
こ
ろ
は
こ
れ
ま
で
に
各

部
班
に
支
給
さ
れ
て
い
た
活
動
費
で
備

品
の
購
入
な
ど
が
賄
わ
れ
て
い
る
の
だ

と
思
う
が
、
今
後
は
そ
う
い
っ
た
活
動

費
が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
。
団
と
し
て

活
動
し
て
い
る
以
上
、
設
備
の
維
持
管

理
の
た
め
の
消
耗
品
な
ど
も
含
め
、
お

金
は
か
か
っ
て
く
る
。
継
続
的
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
各
部
班
に
適
切
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

答  

被
服
や
機
器
の
修
繕
な
ど
、
活

動
に
必
要
な
経
費
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
消
防
団
か
ら
の
要
望
を
確
認
の
上
、

対
応
し
て
い
く
。
細
か
な
備
品
や
消
耗

品
な
ど
は
各
地
域
局
や
消
防
本
部
総
務

課
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
購
入

し
て
手
配
を
す
る
。

問  

消
防
団
は
地
域
の
防
災
の
た
め

の
組
織
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
今
は
訓
練

大
会
の
た
め
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
災
害
や
有
事
の
際
に
地

元
で
活
躍
で
き
る
消
防
団
と
し
て
の
組

織
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

答  

災
害
対
策
を
は
じ
め
、
平
時
の

防
火
、
防
災
活
動
に
お
い
て
消
防
団
が

中
心
と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
効

性
の
あ
る
組
織
と
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
の
た
め
の

　
　持
続
可
能
な
消
防
団
活
動
を

横手市消防団が
積土のう工を行う様子

宮
川

　拓
也
議
員

み
や
か
わ
　
た
く
や

幹に発病した胴腐らん病
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問  

市
で
行
っ
て
い
る
高
齢
者
福
祉
事

業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
認
定

者
も
含
め
て
希
望
者
全
員
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
見
直
し
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

令
和
８
年
度
中
に
行
う
第
10
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、
こ
の

利
用
対
象
者
の
要
件
を
含
め
た
総
合
的

な
見
直
し
が
必
要
か
検
討
す
る
。

●
観
光
振
興
に
つ
い
て

問  

観
光
を
成
長
産
業
へ
育
て
る
た
め

の
方
向
性
と
、
重
点
的
な
支
援
の
方
向

性
を
示
す
べ
き
。
ま
た
観
光
振
興
計
画

の
目
標
値
の
設
定
は
見
直
す
べ
き
で
は
。

答  

観
光
施
策
は
第
２
次
横
手
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
も
重

点
施
策
と
し
て
、
外
貨
を
稼
ぎ
地
域
経

済
の
好
循
環
を
創
り
出
す
重
要
な
施
策

と
位
置
付
け
て
い
る
。
横
手
な
ら
で
は

の
景
色
・
文
化
・
食
・
人
・
コ
ト
な
ど

の
質
を
上
げ
る
取
組
を
進
め
、
市
民
が

誇
り
を
持
っ
て
案
内
す
る
こ
と
の
で
き

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
地

道
に
目
指
し
て
い
く
。

　
各
種
計
画
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
は
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

●
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問  

婚
活
支
援
事
業
を
強
化
す
る
こ

と
が
、
婚
姻
数
の
増
加
と
出
生
数
の
増

加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答  
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
若
者

意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、「
適
当
な
相
手

に
巡
り
合
え
な
い
」
と
回
答
し
た
方
が

最
も
多
く
深
刻
化
し
て
い
る
。
市
で
は

多
様
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

も
男
女
の
出
会
い
や
結
婚
に
つ
な
が
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の

　
　利
用
拡
大
を
図
る
べ
き

利用対象者の拡大が
望まれる配食サービス

井
上

　忠
征
議
員

い
の
う
え
　
ち
ゅ
う
せ
い

問  

昨
年
、
９
月
定
例
会
一
般
質
問

で
り
ん
ご
腐
ら
ん
病
ま
ん
延
防
止
条
例

制
定
の
提
案
を
し
た
。
県
と
Ｊ
Ａ
果
樹

課
と
、
条
例
が
必
要
か
検
討
す
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
対
応
は
。

答  

実
際
に
条
例
化
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
樹
木
や
土
地
は
個
人
財

産
で
あ
る
。
民
法
の
定
め
か
ら
個
人
が

管
理
す
る
も
の
だ
。
弁
護
士
に
相
談
し

た
が
、
勧
告
や
命
令
は
時
間
を
要
す
る

た
め
、
即
効
性
の
あ
る
対
応
が
難
し
く
、

何
よ
り
特
定
の
作
物
に
対
し
て
条
例
化

す
る
こ
と
に
市
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
た
め
現
実
的
で
は
な
い
。
条
例

化
に
代
わ
る
対
策
を
検
討
す
る
。

問  

り
ん
ご
腐
ら
ん
病
は
感
染
力
が

強
く
、
り
ん
ご
枝
幹
を
腐
敗
さ
せ
、
樹

木
全
体
を
枯
死
に
至
ら
し
め
る
。
そ
の

対
策
は
伐
採
除
去
し
て
焼
却
対
応
す
る

し
か
な
い
。
多
く
の
防
除
方
法
の
あ
る
、

ほ
か
の
作
物
と
は
違
う
。
横
手
市
の
り

ん
ご
栽
培
が
こ
の
腐
ら
ん
病
で
、
危
機

的
状
況
で
あ
る
。
現
状
を
把
握
す
る
た

め
に
、
ま
ず
は
調
査
が
必
要
だ
が
、
他

人
の
樹
園
地
に
入
り
調
査
は
で
き
な
い
。

放
任
園
や
樹
園
地
に
入
っ
て
、
調
査
や

勧
告
と
代
執
行
が
で
き
る
条
例
が
必
要

だ
。
共
同
防
除
組
合
の
方
々
は
、
自
ら

対
応
し
て
い
る
が
、
地
域
全
体
で
の
対

応
が
必
要
だ
。

答  

問
題
は
共
有
し
て
い
る
。
市
と

し
て
出
来
る
限
り
の
中
で
、
真
摯
に
対

応
し
て
い
く
努
力
を
す
る
。
差
し
迫
っ

た
問
題
だ
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
た
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
合
併
20
年
に
つ
い
て

り
ん
ご
腐
ら
ん
病

ま
ん
延
防
止
対
策
の
条
例
制
定
を

加
藤

　勝
義
議
員

か
と
う
　
か
つ
よ
し

問  

昨
年
度
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る
ひ
き

こ
も
り
問
題
が
判
明
し
た
が
、
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
今
年
度
新
設
さ
れ
た

市
の
機
関
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答  

ま
る
ご
と
福
祉
課
内
に
「
ひ
き
こ

も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、２Ｙ
ぷ
ら
ざ
１
階
に
「
こ

ど
も
・
若
者
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、

当
事
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
庁
舎
１
階
に
「
ふ

く
し
の
窓
口
」
を
設
置
、
成
人
の
ひ
き

こ
も
り
や
生
活
困
窮
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
権
利
擁
護
等
の
困
り
ご
と
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
。

問  

開
設
後
２
カ
月
ほ
ど
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
来
訪
者
と
相
談
内
容
は
。

答  

５
月
末
時
点
で
、
本
庁
舎
１
階
で

は
79
件
、
２Ｙ
ぷ
ら
ざ
１
階
で
は
５
９
１

件
の
利
用
が
あ
り
、不
登
校
や
友
人
関
係
、

親
子
関
係
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

２Ｙ
ぷ
ら
ざ
は
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問  

孤
立
・
孤
独
状
態
の
本
人
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
を
ど
う
実
行
す
る
の
か
。

答  

必
要
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
世
帯
な
ど
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
相
談
を
待
た
ず
に
出
向
く
こ
と
も

含
め
、
複
数
の
関
係
機
関
が
連
携
し
対

応
す
る
。

問  

具
体
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
「
地

域
の
支
え
合
い
」
を
ど
う
実
行
す
る
か
。

答  

近
隣
同
士
の
交
流
や
町
内
会
活
動

な
ど
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

子
ど
も
も
大
人
も

　
　ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
を
！

Y２ぷらざ１階の
「こども・若者相談窓口」

立
身
　万
千
子
議
員

た
つ
み
　
ま
ち
こ

問  

昨
年
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
各
部
班
へ
支
払
わ
れ
て
い
た
消

防
団
員
の
年
額
報
酬
が
個
人
支
給
に
変

更
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
、
各
部
班

の
活
動
運
営
に
影
響
は
な
い
か
。

答  

消
防
活
動
に
支
障
が
生
じ
た
な

ど
の
報
告
は
な
く
、
影
響
は
な
い
と
捉

え
て
い
る
。

問  

今
の
と
こ
ろ
は
こ
れ
ま
で
に
各

部
班
に
支
給
さ
れ
て
い
た
活
動
費
で
備

品
の
購
入
な
ど
が
賄
わ
れ
て
い
る
の
だ

と
思
う
が
、
今
後
は
そ
う
い
っ
た
活
動

費
が
入
っ
て
こ
な
く
な
る
。
団
と
し
て

活
動
し
て
い
る
以
上
、
設
備
の
維
持
管

理
の
た
め
の
消
耗
品
な
ど
も
含
め
、
お

金
は
か
か
っ
て
く
る
。
継
続
的
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
各
部
班
に
適
切
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

答  
被
服
や
機
器
の
修
繕
な
ど
、
活

動
に
必
要
な
経
費
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
消
防
団
か
ら
の
要
望
を
確
認
の
上
、

対
応
し
て
い
く
。
細
か
な
備
品
や
消
耗

品
な
ど
は
各
地
域
局
や
消
防
本
部
総
務

課
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
購
入

し
て
手
配
を
す
る
。

問  

消
防
団
は
地
域
の
防
災
の
た
め

の
組
織
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
今
は
訓
練

大
会
の
た
め
の
組
織
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
災
害
や
有
事
の
際
に
地

元
で
活
躍
で
き
る
消
防
団
と
し
て
の
組

織
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

答  

災
害
対
策
を
は
じ
め
、
平
時
の

防
火
、
防
災
活
動
に
お
い
て
消
防
団
が

中
心
と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
効

性
の
あ
る
組
織
と
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
の
た
め
の

　
　持
続
可
能
な
消
防
団
活
動
を

横手市消防団が
積土のう工を行う様子

宮
川

　拓
也
議
員

み
や
か
わ
　
た
く
や

幹に発病した胴腐らん病

一 般 質 問一 般 質 問
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問  

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な

運
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答  

介
護
保
険
料
の
上
げ
幅
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
給
付
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
る
。
公
的
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

利
用
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問  

高
齢
者
の
足
の
確
保
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
循
環

バ
ス
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
に
お
け
る

市
の
考
え
を
伺
う
。

答  

横
手
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
て
議
論
を
始
め
て
い
る
。
将

来
も
見
据
え
た
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
に

関
す
る
実
証
実
験
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問  

見
守
り
安
心
事
業
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
孤
立
防
止
と
緊
急
時
対
応
に

向
け
た
見
守
り
体
制
の
現
状
と
今
後
の

強
化
策
は
。

答  

今
後
も
見
守
り
安
心
事
業
と
緊

急
時
あ
ん
し
ん
バ
ト
ン
配
布
事
業
を
あ

わ
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
地

域
住
民
、
関
係
団
体
、
行
政
が
連
携
し

な
が
ら
、
見
守
り
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問  

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
に
つ
い

て
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
Ａ
を

利
用
し
た
事
業
の
実
施
状
況
と
今
後
の

活
用
方
針
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答  

ア
プ
リ
と
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
を

活
用
し
た
介
護
予
防
教
室
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
た
情
報
展
開
、

交
流
機
会
の
提
供
、
中
学
生
と
の
連
携

等
に
よ
り
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
行
政
情
報
の
整
備
と
発
信
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
の

充
実
へ
向
け
た
施
策
を

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ
　
ま
こ
と

問  

行
政
に
と
っ
て
町
内
会
・
自
治

会
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
。

答  

市
報
の
配
布
や
ご
み
集
積
所
の

管
理
、
防
災
へ
の
取
組
な
ど
、
市
政
運

営
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
住
民
と

行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
な
ど
、
言

う
ま
で
も
な
く
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

問  

町
内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
各

種
の
支
援
事
業
は
、
そ
の
維
持
や
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
な
の
か
。

答  

様
々
な
活
動
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
維
持
・
発

展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
は
見
通
せ
な

い
状
況
だ
。
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
、

形
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
柔
軟
な
支
援
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

問  

市
が
町
内
会
・
自
治
会
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

の
か
を
全
体
で
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
負
担
軽
減
を
ど
の
よ
う
に
し

て
図
っ
て
い
く
の
か
、
庁
内
で
議
論
す

べ
き
時
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
現

状
は
認
識
し
て
い
る
。
き
ち
ん
と
整
理

し
た
う
え
で
、
軽
減
す
る
形
と
い
う
も

の
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に

つ
い
て

●
市
内
経
済
の
状
況
分
析
に
つ
い
て

●「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援

事
業
」
再
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て

町
内
会･

自
治
会
の

　
　
　
　
　
　今
後
は

町内会の負担軽減のために例えば
市報の配布方法を考えてみては

青
山

　
　豊
議
員

あ
お
や
ま
　
ゆ
た
か

問  

横
手
市
の
公
共
交
通
の
手
段
と

し
て
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
、市
内
循
環

バ
ス
、狙
半
内
共
助
運
営
体
に
よ
る
ミ

ニ
バ
ン
運
行「
上
畑
線
」、ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
活
用
し
た「
柏
木・大
森
病
院
線
」

な
ど
が
あ
る
が
、評
価
と
課
題
を
伺
う
。

答  

集
落
が
点
在
す
る
当
市
で
は
全

域
で
交
通
網
が
で
き
て
お
り
、
日
常
に

お
け
る
移
動
手
段
と
し
て
一
定
の
評
価

を
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
人
口
減
少

や
生
活
様
式
の
変
容
に
よ
り
、
路
線
バ

ス
等
の
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問  

デ
マ
ン
ド
交
通
は
予
約
が
必
要

な
こ
と
、
運
行
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
中
心
バ
ス
ゾ
ー
ン
で
の
乗
り
入

れ
が
で
き
な
い
こ
と
、
市
外
へ
の
移
動

が
難
し
い
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。
市

民
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
新
し
い
手

段
が
必
要
と
感
じ
る
。
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
一
種
免
許
証
で
自
家
用
車

が
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
方

の
協
力
が
期
待
で
き
る
。
積
極
的
な
検

討
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答  

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
様
々
な
交

通
施
策
を
展
開
し
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問  

道
路
運
送
法
の
許
可
や
登
録
を

要
し
な
い
運
送
、
い
わ
ゆ
る
白
タ
ク
行

為
に
あ
た
ら
な
い
運
送
に
つ
い
て
の
通

達
が
国
交
省
か
ら
出
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

へ
の
参
加
者
の
送
迎
が
可
能
と
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
か
。

答  

制
度
的
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　活
用
を

狙半内共助運営体による
ミニバン運行「上畑線」

本
間

　利
博
議
員

ほ
ん
ま
　
と
し
ひ
ろ

問  

四
役
の
給
与
額
が
大
幅
な
増
額
と

な
っ
た
こ
と
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
市
長
は
説
明
を
す
べ
き
で
は
。

答  

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
、
引

上
げ
は
妥
当
だ
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
、

令
和
６
年
３
月
に
議
決
し
て
い
た
だ
い

た
。市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

問  

特
別
職
の
報
酬
・
給
与
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
「
公
務
員
給
与
を
参
考
に

し
な
い
よ
う
に
」
と
の
通
知
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
市
は
過
去
の
職
員
給
与
の

推
移
を
報
酬
等
審
査
の
参
考
資
料
と
し

て
提
出
し
て
お
り
、
国
の
指
導
通
知
に

違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

審
議
会
へ
国
の
通
知
を
超
え
る
よ

う
な
資
料
の
提
供
を
し
た
つ
も
り
は
な

い
。問  

報
酬
等
審
議
会
で
は
、
四
役
の
現

行
の
給
与
を
市
町
村
合
併
時
に
戻
し
、

更
に
10
％
か
ら
25
％
ま
で
の
間
で
増
額

し
た
い
と
の
諮
問
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
。

答  

た
た
き
台
と
し
て
合
併
協
議
会
で

決
定
し
た
給
与
額
を
基
準
と
し
て
、
10

〜
25
％
の
増
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

問  

四
役
の
給
与
額
は
条
例
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
変
更
に
は
議
会
で
議
決
す

る
必
要
が
あ
る
。
市
が
提
示
し
た
基
準

額
に
は
法
的
裏
付
け
が
な
い
。
議
員
の

報
酬
の
改
定
は
、
議
員
活
動
の
実
態
を

勘
案
し
た
も
の
で
、
報
告
書
に
よ
り
根

拠
を
示
し
て
い
る
。
四
役
の
給
与
の
増

額
に
つ
い
て
も
根
拠
を
示
す
べ
き
で
は
。

答  

提
示
し
た
四
役
の
給
与
額
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
議
論
を
す
る
た
め
の

目
安
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
幅
な
給
与
増
額
の

　
　
　
　
　
　根
拠
は
！

引上げとなった特別職の
給料・報酬月額

寿
松
木

　孝
議
員

す
ず
き
　
こ
う

特別職給料額（月額）
職名 改定前 改定後 引上率
市　長 820,000円 1,104,000 円  1.35 倍
副市長 658,000円 　822,000円  1.25 倍
教育長 566,000円 　707,000円  1.25 倍

特別職報酬額（月額）
職名 改定前 改定後 引上率
議 長 456,000円 　524,000円  1.15 倍
副議長 411,000円 　472,000円  1.15 倍
議 員 384,000円 　441,000円  1.15 倍

特別職給料額（月額）
特別職給料額（月額）
職名 改定前 改定後 引上率
市　長 820,000円 1,104,000 円  1.35 倍
副市長 658,000円 　822,000円  1.25 倍
教育長 566,000円 　707,000円  1.25 倍

特別職報酬額（月額）
職名 改定前 改定後 引上率
議 長 456,000円 　524,000円  1.15 倍
副議長 411,000円 　472,000円  1.15 倍
議 員 384,000円 　441,000円  1.15 倍

特別職報酬額（月額）

横手市推奨情報提供
アプリMINEBA
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問  

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
柔
軟
な

運
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答  

介
護
保
険
料
の
上
げ
幅
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
給
付
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
る
。
公
的
サ
ー
ビ
ス
以
外
の

利
用
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問  

高
齢
者
の
足
の
確
保
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
循
環

バ
ス
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
に
お
け
る

市
の
考
え
を
伺
う
。

答  

横
手
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
て
議
論
を
始
め
て
い
る
。
将

来
も
見
据
え
た
循
環
バ
ス
の
ル
ー
ト
に

関
す
る
実
証
実
験
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問  

見
守
り
安
心
事
業
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
孤
立
防
止
と
緊
急
時
対
応
に

向
け
た
見
守
り
体
制
の
現
状
と
今
後
の

強
化
策
は
。

答  

今
後
も
見
守
り
安
心
事
業
と
緊

急
時
あ
ん
し
ん
バ
ト
ン
配
布
事
業
を
あ

わ
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
地

域
住
民
、
関
係
団
体
、
行
政
が
連
携
し

な
が
ら
、
見
守
り
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問  

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
に
つ
い

て
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｂ
Ａ
を

利
用
し
た
事
業
の
実
施
状
況
と
今
後
の

活
用
方
針
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答  
ア
プ
リ
と
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
を

活
用
し
た
介
護
予
防
教
室
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
た
情
報
展
開
、

交
流
機
会
の
提
供
、
中
学
生
と
の
連
携

等
に
よ
り
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
行
政
情
報
の
整
備
と
発
信
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
の

充
実
へ
向
け
た
施
策
を

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ
　
ま
こ
と

問  

行
政
に
と
っ
て
町
内
会
・
自
治

会
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
。

答  

市
報
の
配
布
や
ご
み
集
積
所
の

管
理
、
防
災
へ
の
取
組
な
ど
、
市
政
運

営
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
住
民
と

行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
な
ど
、
言

う
ま
で
も
な
く
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

問  

町
内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
各

種
の
支
援
事
業
は
、
そ
の
維
持
や
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
な
の
か
。

答  

様
々
な
活
動
の
一
助
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
役
員
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、

今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
維
持
・
発

展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
は
見
通
せ
な

い
状
況
だ
。
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
、

形
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
柔
軟
な
支
援
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

問  

市
が
町
内
会
・
自
治
会
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

の
か
を
全
体
で
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
負
担
軽
減
を
ど
の
よ
う
に
し

て
図
っ
て
い
く
の
か
、
庁
内
で
議
論
す

べ
き
時
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
現

状
は
認
識
し
て
い
る
。
き
ち
ん
と
整
理

し
た
う
え
で
、
軽
減
す
る
形
と
い
う
も

の
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に

つ
い
て

●
市
内
経
済
の
状
況
分
析
に
つ
い
て

●「
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援

事
業
」
再
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て

町
内
会･

自
治
会
の

　
　
　
　
　
　今
後
は

町内会の負担軽減のために例えば
市報の配布方法を考えてみては

青
山

　
　豊
議
員

あ
お
や
ま
　
ゆ
た
か

問  

横
手
市
の
公
共
交
通
の
手
段
と

し
て
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
、市
内
循
環

バ
ス
、狙
半
内
共
助
運
営
体
に
よ
る
ミ

ニ
バ
ン
運
行「
上
畑
線
」、ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
活
用
し
た「
柏
木・大
森
病
院
線
」

な
ど
が
あ
る
が
、評
価
と
課
題
を
伺
う
。

答  

集
落
が
点
在
す
る
当
市
で
は
全

域
で
交
通
網
が
で
き
て
お
り
、
日
常
に

お
け
る
移
動
手
段
と
し
て
一
定
の
評
価

を
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
人
口
減
少

や
生
活
様
式
の
変
容
に
よ
り
、
路
線
バ

ス
等
の
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問  

デ
マ
ン
ド
交
通
は
予
約
が
必
要

な
こ
と
、
運
行
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
中
心
バ
ス
ゾ
ー
ン
で
の
乗
り
入

れ
が
で
き
な
い
こ
と
、
市
外
へ
の
移
動

が
難
し
い
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る
。
市

民
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
新
し
い
手

段
が
必
要
と
感
じ
る
。
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
、
一
種
免
許
証
で
自
家
用
車

が
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
方

の
協
力
が
期
待
で
き
る
。
積
極
的
な
検

討
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答  

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
様
々
な
交

通
施
策
を
展
開
し
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問  

道
路
運
送
法
の
許
可
や
登
録
を

要
し
な
い
運
送
、
い
わ
ゆ
る
白
タ
ク
行

為
に
あ
た
ら
な
い
運
送
に
つ
い
て
の
通

達
が
国
交
省
か
ら
出
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

へ
の
参
加
者
の
送
迎
が
可
能
と
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
理
解
で
よ
い
か
。

答  

制
度
的
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　活
用
を

狙半内共助運営体による
ミニバン運行「上畑線」

本
間

　利
博
議
員

ほ
ん
ま
　
と
し
ひ
ろ

問  

四
役
の
給
与
額
が
大
幅
な
増
額
と

な
っ
た
こ
と
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
市
長
は
説
明
を
す
べ
き
で
は
。

答  

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
、
引

上
げ
は
妥
当
だ
と
の
答
申
を
い
た
だ
き
、

令
和
６
年
３
月
に
議
決
し
て
い
た
だ
い

た
。市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

問  

特
別
職
の
報
酬
・
給
与
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
「
公
務
員
給
与
を
参
考
に

し
な
い
よ
う
に
」
と
の
通
知
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
市
は
過
去
の
職
員
給
与
の

推
移
を
報
酬
等
審
査
の
参
考
資
料
と
し

て
提
出
し
て
お
り
、
国
の
指
導
通
知
に

違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

審
議
会
へ
国
の
通
知
を
超
え
る
よ

う
な
資
料
の
提
供
を
し
た
つ
も
り
は
な

い
。問  

報
酬
等
審
議
会
で
は
、
四
役
の
現

行
の
給
与
を
市
町
村
合
併
時
に
戻
し
、

更
に
10
％
か
ら
25
％
ま
で
の
間
で
増
額

し
た
い
と
の
諮
問
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
。

答  

た
た
き
台
と
し
て
合
併
協
議
会
で

決
定
し
た
給
与
額
を
基
準
と
し
て
、
10

〜
25
％
の
増
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

問  

四
役
の
給
与
額
は
条
例
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
変
更
に
は
議
会
で
議
決
す

る
必
要
が
あ
る
。
市
が
提
示
し
た
基
準

額
に
は
法
的
裏
付
け
が
な
い
。
議
員
の

報
酬
の
改
定
は
、
議
員
活
動
の
実
態
を

勘
案
し
た
も
の
で
、
報
告
書
に
よ
り
根

拠
を
示
し
て
い
る
。
四
役
の
給
与
の
増

額
に
つ
い
て
も
根
拠
を
示
す
べ
き
で
は
。

答  

提
示
し
た
四
役
の
給
与
額
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
議
論
を
す
る
た
め
の

目
安
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
幅
な
給
与
増
額
の

　
　
　
　
　
　根
拠
は
！

引上げとなった特別職の
給料・報酬月額

寿
松
木

　孝
議
員

す
ず
き
　
こ
う

特別職給料額（月額）
職名 改定前 改定後 引上率
市　長 820,000円 1,104,000 円  1.35 倍
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教育長 566,000円 　707,000円  1.25 倍
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議 員 384,000円 　441,000円  1.15 倍
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問  

副
拠
点
エ
リ
ア
構
想
の
中
に
、

要
望
の
多
い
旧
文
化
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
複
合
施
設
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
防
災
道
の
駅
に
選
定
さ
れ

た
「
道
の
駅
十
文
字
」
は
常
に
利
用
者

が
多
く
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
防
災
を

考
慮
し
、
副
拠
点
エ
リ
ア
構
想
の
中
で

拡
張
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

子
ど
も
を
含
め
た
多
世
代
が
集
え

る
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
天
候
や

季
節
に
関
係
な
く
遊
べ
る
施
設
が
良
い

と
考
え
て
お
り
、
策
定
委
員
会
で
の
協

議
や
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
た
い
。
ま
た
、
災
害
時

に
駐
車
場
は
、
重
要
な
機
能
の
一
つ
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
道
の
駅
と
の

連
動
制
や
防
災
の
視
点
も
重
視
し
な
が

ら
「
シ
ン
・
十
文
字
拠
点
基
本
構
想
」

を
策
定
し
て
い
く
。

●「
令
和
の
米
騒
動
｣へ
の
市
の
対
応
は

問  

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
米

問
題
は
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
拡
大

に
つ
な
が
る
反
面
、
加
工
用
米
や
酒
米

等
の
原
材
料
米
確
保
に
影
響
を
与
え
る

も
の
と
考
え
る
。
生
産
者
と
消
費
者
に

適
正
な
価
格
の
提
示
を
国
が
責
任
を

持
っ
て
行
う
よ
う
、
強
く
訴
え
る
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答  

発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
当
市
は
、
伝
統
的
酒
造
り
を
大
切
に

守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
、
酒
米
の
作

付
け
確
保
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
生

産
者
や
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
、
必
要

な
対
策
を
探
っ
て
い
く
。
ま
た
、
次
世

代
の
農
家
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継

続
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

道
の
駅
十
文
字
の

　 

駐
車
場
拡
張
は
必
要
で
あ
る

防災道の駅に選定された
「道の駅十文字」

菅
原

　惠
悦
議
員

す
が
わ
ら
　
け
い
え
つ

問  

国
に
変
更
を
求
め
て
き
た
水
張

り
５
年
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
た
が
、
制

度
改
正
前
に
自
費
で
水
張
り
を
行
っ
た

農
業
者
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

答  

要
件
に
沿
っ
て
水
張
り
に
取
り
組

ん
だ
農
業
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
国
に
対
応
を
求
め
て
い
く
。

問  

米
の
価
格
高
騰
に
伴
い
、
主
食

米
へ
の
作
付
転
換
が
行
わ
れ
、
高
収
益

作
物
の
作
付
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。
重
点
作
物
へ
の
嵩
上

げ
補
助
が
で
き
な
い
か
。

答  

重
点
振
興
作
物
８
品
目
及
び
振

興
作
物
11
品
目
に
対
し
て
、
国
か
ら
の

産
地
交
付
金
へ
上
乗
せ
し
て
い
る
。
現

時
点
で
追
加
支
援
等
は
考
え
て
い
な
い
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
対
応
運
用
に

つ
い
て

問  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は

１
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
継
続
雇
用
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答  

今
年
度
か
ら
、
公
募
に
よ
ら
ず

再
任
用
で
き
る
期
間
を
３
年
か
ら
５
年

に
改
め
た
。
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に

よ
り
、
任
期
は
原
則
１
年
と
い
う
制
度

で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
水

準
は
低
く
、
正
職
員
と
同
一
労
働
同
一

賃
金
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
は
、

常
勤
職
員
の
給
料
表
を
使
用
し
、
決
定

し
て
い
る
。
３
年
間
は
経
験
年
数
に
応

じ
た
昇
給
が
あ
り
、
継
続
雇
用
さ
れ
た

場
合
に
は
上
限
で
定
額
と
な
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
喫
煙
所
等
の
充
実
に
つ
い
て

重
点
作
物
へ
の

　
　
産
地
交
付
金
の
嵩
上
げ
を

市の重点振興作物の一つ
アスパラガス

鈴
木

　勝
雄
議
員

す
ず
き
　
か
つ
お

問  「
シ
ン
・
十
文
字
拠
点
エ
リ
ア
構

想
」
の
完
成
予
定
は
い
つ
頃
か
。

答  

今
年
度
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
方
向
性

な
ど
を
定
め
た
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

エ
リ
ア
に
は
、
子
ど
も
を
含
め
た
多
世

代
が
集
え
る
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
天
候
や
季
節
に
関
係
な
く
、
一
年
を

通
し
て
遊
べ
る
施
設
を
考
え
て
い
る
。

問  

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答  

６
月
17
日
に
基
本
構
想
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
６
回
程
度
開
催
し
、

年
度
内
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
来

年
度
は
、
よ
り
具
体
的
に
施
設
規
模
や

配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
想
定
事
業
費

な
ど
を
定
め
た
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

次
世
代
を
担
う
中
高
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
広
く
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、
議
論
を
深

め
て
い
く
。

問  
防
災
公
園
や
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答  

防
災
や
安
全
、
安
心
と
い
う
テ
ー

マ
は
、
今
後
、
よ
り
重
要
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
の
で
検
討
項
目
と
し
て
、

提
案
を
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

●
1
1
9
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

問  「
１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」

導
入
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

答  

本
年
６
月
11
日
よ
り
試
験
運
用

を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
通

報
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
通
信
指
令

室
で
映
像
を
リ
ア
ル
に
共
有
し
、
的
確

な
応
急
手
当
を
行
い
、
映
像
共
有
に
よ

り
迅
速
な
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

12
月
の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
い
く
。

シ
ン･

十
文
字
拠
点

　
エ
リ
ア
構
想
に
防
災
の
視
点
を

十文字庁舎周辺で予定されている
「シン･十文字拠点エリア構想｣とは

土
田
　百
合
子
議
員

つ
ち
だ
　
ゆ
り
こ

問  

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
職

員
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
中
で
も

女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
国

の
30
％
目
標
に
遠
く
及
ば
な
い
17
％
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
さ
ら
な
る

工
夫
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答  

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
や
柔

軟
な
働
き
方
へ
の
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
意
識
を
醸

成
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
昇
任
試
験
を

受
験
で
き
る
取
組
を
進
め
る
。

問  

採
用
辞
退
者
、
中
途
退
職
者
が
一

定
数
い
る
と
聞
く
が
、市
政
へ
の
影
響
は
。

答  

当
市
だ
け
の
課
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
公
務
員
志
望
者
の
減
少
や
就
職
先

の
多
様
化
な
ど
、
社
会
的
傾
向
に
よ
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。
将
来
的
な
行
政

運
営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
危
機

感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

問  

市
政
懇
談
会
は
、
一
般
市
民
よ
り

も
職
員
の
参
加
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う

に
感
じ
た
。会
場
ご
と
、地
域
局
職
員
の

参
加
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答  

本
庁
に
い
る
職
員
に
と
っ
て
、

各
地
域
の
住
民
の
方
々
の
声
を
聞
く
貴

重
な
機
会
と
捉
え
て
い
る
が
、
意
見
と

し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
寄
附
金
の

使
い
方
に
つ
い
て

問  

寄
附
金
が
多
く
の
項
目
で
使
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
が
分
か
り
づ
ら

い
の
で
は
な
い
か
。

答  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、「
横
手
市

ふ
る
さ
と
納
税
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
掲
示

な
ど
一
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

女
性
が
活
躍
す
る

　
　
　
職
場
の
環
境
づ
く
り
を

女性が活躍できる職場の
環境づくりが求められる

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら
　
た
だ
し

一 般 質 問一 般 質 問
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問  

副
拠
点
エ
リ
ア
構
想
の
中
に
、

要
望
の
多
い
旧
文
化
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
複
合
施
設
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
防
災
道
の
駅
に
選
定
さ
れ

た
「
道
の
駅
十
文
字
」
は
常
に
利
用
者

が
多
く
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
防
災
を

考
慮
し
、
副
拠
点
エ
リ
ア
構
想
の
中
で

拡
張
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

子
ど
も
を
含
め
た
多
世
代
が
集
え

る
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
天
候
や

季
節
に
関
係
な
く
遊
べ
る
施
設
が
良
い

と
考
え
て
お
り
、
策
定
委
員
会
で
の
協

議
や
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
た
い
。
ま
た
、
災
害
時

に
駐
車
場
は
、
重
要
な
機
能
の
一
つ
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
道
の
駅
と
の

連
動
制
や
防
災
の
視
点
も
重
視
し
な
が

ら
「
シ
ン
・
十
文
字
拠
点
基
本
構
想
」

を
策
定
し
て
い
く
。

●「
令
和
の
米
騒
動
｣へ
の
市
の
対
応
は

問  

毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
米

問
題
は
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
拡
大

に
つ
な
が
る
反
面
、
加
工
用
米
や
酒
米

等
の
原
材
料
米
確
保
に
影
響
を
与
え
る

も
の
と
考
え
る
。
生
産
者
と
消
費
者
に

適
正
な
価
格
の
提
示
を
国
が
責
任
を

持
っ
て
行
う
よ
う
、
強
く
訴
え
る
べ
き

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答  
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
当
市
は
、
伝
統
的
酒
造
り
を
大
切
に

守
り
、
育
て
て
い
く
た
め
、
酒
米
の
作

付
け
確
保
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
生

産
者
や
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
、
必
要

な
対
策
を
探
っ
て
い
く
。
ま
た
、
次
世

代
の
農
家
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継

続
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

道
の
駅
十
文
字
の

　 
駐
車
場
拡
張
は
必
要
で
あ
る

防災道の駅に選定された
「道の駅十文字」

菅
原

　惠
悦
議
員

す
が
わ
ら
　
け
い
え
つ

問  

国
に
変
更
を
求
め
て
き
た
水
張

り
５
年
ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
た
が
、
制

度
改
正
前
に
自
費
で
水
張
り
を
行
っ
た

農
業
者
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

答  

要
件
に
沿
っ
て
水
張
り
に
取
り
組

ん
だ
農
業
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
国
に
対
応
を
求
め
て
い
く
。

問  

米
の
価
格
高
騰
に
伴
い
、
主
食

米
へ
の
作
付
転
換
が
行
わ
れ
、
高
収
益

作
物
の
作
付
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。
重
点
作
物
へ
の
嵩
上

げ
補
助
が
で
き
な
い
か
。

答  

重
点
振
興
作
物
８
品
目
及
び
振

興
作
物
11
品
目
に
対
し
て
、
国
か
ら
の

産
地
交
付
金
へ
上
乗
せ
し
て
い
る
。
現

時
点
で
追
加
支
援
等
は
考
え
て
い
な
い
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
対
応
運
用
に

つ
い
て

問  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は

１
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
継
続
雇
用
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答  

今
年
度
か
ら
、
公
募
に
よ
ら
ず

再
任
用
で
き
る
期
間
を
３
年
か
ら
５
年

に
改
め
た
。
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に

よ
り
、
任
期
は
原
則
１
年
と
い
う
制
度

で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
水

準
は
低
く
、
正
職
員
と
同
一
労
働
同
一

賃
金
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
は
、

常
勤
職
員
の
給
料
表
を
使
用
し
、
決
定

し
て
い
る
。
３
年
間
は
経
験
年
数
に
応

じ
た
昇
給
が
あ
り
、
継
続
雇
用
さ
れ
た

場
合
に
は
上
限
で
定
額
と
な
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
喫
煙
所
等
の
充
実
に
つ
い
て

重
点
作
物
へ
の

　
　
産
地
交
付
金
の
嵩
上
げ
を

市の重点振興作物の一つ
アスパラガス

鈴
木

　勝
雄
議
員

す
ず
き
　
か
つ
お

問  「
シ
ン
・
十
文
字
拠
点
エ
リ
ア
構

想
」
の
完
成
予
定
は
い
つ
頃
か
。

答  

今
年
度
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
方
向
性

な
ど
を
定
め
た
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

エ
リ
ア
に
は
、
子
ど
も
を
含
め
た
多
世

代
が
集
え
る
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
天
候
や
季
節
に
関
係
な
く
、
一
年
を

通
し
て
遊
べ
る
施
設
を
考
え
て
い
る
。

問  

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答  

６
月
17
日
に
基
本
構
想
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
６
回
程
度
開
催
し
、

年
度
内
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
来

年
度
は
、
よ
り
具
体
的
に
施
設
規
模
や

配
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
想
定
事
業
費

な
ど
を
定
め
た
基
本
計
画
を
策
定
す
る
。

次
世
代
を
担
う
中
高
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
広
く
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
、
議
論
を
深

め
て
い
く
。

問  

防
災
公
園
や
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答  

防
災
や
安
全
、
安
心
と
い
う
テ
ー

マ
は
、
今
後
、
よ
り
重
要
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
の
で
検
討
項
目
と
し
て
、

提
案
を
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

●
1
1
9
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

問  「
１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」

導
入
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
後
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

答  

本
年
６
月
11
日
よ
り
試
験
運
用

を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
通

報
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
通
信
指
令

室
で
映
像
を
リ
ア
ル
に
共
有
し
、
的
確

な
応
急
手
当
を
行
い
、
映
像
共
有
に
よ

り
迅
速
な
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

12
月
の
本
格
運
用
を
目
指
し
て
い
く
。

シ
ン･

十
文
字
拠
点

　
エ
リ
ア
構
想
に
防
災
の
視
点
を

十文字庁舎周辺で予定されている
「シン･十文字拠点エリア構想｣とは

土
田
　百
合
子
議
員

つ
ち
だ
　
ゆ
り
こ

問  

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
職

員
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
中
で
も

女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
国

の
30
％
目
標
に
遠
く
及
ば
な
い
17
％
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
さ
ら
な
る

工
夫
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答  

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
や
柔

軟
な
働
き
方
へ
の
取
組
を
進
め
る
と
と

も
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
意
識
を
醸

成
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
昇
任
試
験
を

受
験
で
き
る
取
組
を
進
め
る
。

問  

採
用
辞
退
者
、
中
途
退
職
者
が
一

定
数
い
る
と
聞
く
が
、市
政
へ
の
影
響
は
。

答  

当
市
だ
け
の
課
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
公
務
員
志
望
者
の
減
少
や
就
職
先

の
多
様
化
な
ど
、
社
会
的
傾
向
に
よ
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。
将
来
的
な
行
政

運
営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
危
機

感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

問  

市
政
懇
談
会
は
、
一
般
市
民
よ
り

も
職
員
の
参
加
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う

に
感
じ
た
。会
場
ご
と
、地
域
局
職
員
の

参
加
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答  

本
庁
に
い
る
職
員
に
と
っ
て
、

各
地
域
の
住
民
の
方
々
の
声
を
聞
く
貴

重
な
機
会
と
捉
え
て
い
る
が
、
意
見
と

し
て
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
寄
附
金
の

使
い
方
に
つ
い
て

問  

寄
附
金
が
多
く
の
項
目
で
使
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
が
分
か
り
づ
ら

い
の
で
は
な
い
か
。

答  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、「
横
手
市

ふ
る
さ
と
納
税
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
の
掲
示

な
ど
一
層
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

女
性
が
活
躍
す
る

　
　
　
職
場
の
環
境
づ
く
り
を

女性が活躍できる職場の
環境づくりが求められる

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら
　
た
だ
し

一 般 質 問一 般 質 問
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総務文教常任委員会 4月21日～23日

防
災
行
政
に
つ
い
て

愛
知
県
豊
橋
市

視
察
を
終
え
て

■
防
災
Ｄ
Ｘ
と
ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
か
ら
災
害
情
報
を
Ａ
Ｉ

と
人
の
目
で
精
査
し
、
迅
速
か
つ
正

確
に
共
有
で
き
る
体
制
を
構
築
。
加

え
て
、
ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊
を
結
成

し
、
災
害
時
の
被
害
状
況
の
把
握
や

情
報
収
集
、
平
常
時
の
訓
練
や
他
部

局
と
の
連
携
、
調
査
活
動
な
ど
幅
広

く
活
用
し
て
い
る
。

議場に入ると議
員が張り切る気
持ちが分かった。

鈴木　成弘 さん
すず   き しげ ひろ

議員には丁寧に
審議していただ
き、市民のために
頑張ってほしい。

小松　重市 さん
こ   まつ じゅういち

　6月5日、栄地区住民の皆さんが、市議会の取組を今後の活動の
参考とするため、議場の見学にいらっしゃいました。

栄地区の住民の皆さん 議場へ
ようこそ!ようこそ!

議会傍聴のご案内
　本会議はだれでも傍聴することができます。傍聴される方は、直接横手市役所本庁舎7階の傍
聴席においでください。なお、席に限りがございますので、団体等での傍聴を希望される場合、
事前に議会事務局（0182-32-2535）にご連絡ください。
　車イスをご利用の方が傍聴される場合、入退場の際に職員がサポートしますので、傍聴にお越
しになる日時を議会事務局にお知らせください。

議場へ
ようこそ!ようこそ!

　6月10日は吉田小学校と醍醐小学校の6年生の皆さんが、６月11日は増
田小学校の6年生の皆さんが校外学習の一環で、市議会の仕組みや活動内容
を知ることなどを目的に、市議会の一般質問の傍聴にいらっしゃいました。

吉田小学校・醍醐小学校・
増田小学校6年生のみなさん

▼
Ａ
Ｉ
リ
ス
ク
管
理
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や

ド
ロ
ー
ン
飛
行
隊
の
結
成
に
よ
り
、
災
害
時

の
迅
速
な
情
報
収
集
と

対
応
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
た
。
当
市
で
も
ド

ロ
ー
ン
導
入
は
行
っ
て

い
る
が
、
平
時
か
ら
の

訓
練
強
化
や
企
業
と
の

連
携
、
市
民
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

情
報
の
活
用
な
ど
、
多

角
的
な
備
え
が
必
要
で

あ
る
。Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
防
災
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
早
急
に
検
討
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

教
育
分
野
に
お
け
る

　
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て

愛
知
県
豊
田
市

視
察
を
終
え
て

■
教
育
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
実
施
率
が

77
・
7
％
に
達
し
、
教
員
に
よ
る
活

用
が
進
ん
で
い
る
。
個
別
最
適
な
学

び
の
推
進
の
た
め
、Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル

を
導
入
し
、
知
識
・
技
能
の
習
得
効

率
化
を
図
っ
て
い
る
。
導
入
後
は
学

習
支
援
効
果
や
復
習
の
定
着
向
上
が

見
ら
れ
た
。

▼
Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル
を
活
用
し
、
児
童
・
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び
が
進

め
ら
れ
て
い
た
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り
基
礎

知
識
の
習
得
が
効
率
化
さ
れ
、
探
究
学
習
の

時
間
を
創
出
で
き

て
い
る
点
は
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

当
市
で
も
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
更
な
る

推
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※2　学習問題をタブレットに配信し、ＡＩによる自動採点機能を利用して学習状況を把握することができる教材のこと。
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　吉田小学校・醍醐小学校・増田小
学校の皆さんが市議会を傍聴した様
子は、６月23日の「もっと教えて！
横手市議会」で放送しました。
　放送内容は横手市議会ホームペー
ジからお聴きいただけます。
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　5月20日に開催された「全国市議会議長会第101回定期総会」において、長年にわたり地方
自治の発展と振興に尽力された功績により、本市議会より2名の議員が表彰されました。

長年の功績を称え全国市議会議長会表彰

木村　清貴 議員

（左から）小野 正伸議長、木村 清貴議員、青山 豊議員

議員20年以上特別表彰

青山　　豊 議員

議員15年以上表彰

領収書等も公開しています
　横手市議会では、より透明性が高い開かれた議会を目指しています。
政務活動費の支出にあたっては対象となった経費の収支報告書だけで
なく、領収書等についてもホームページで公開しています。

市議会の
ハテナ 　市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要

な経費の一部として交付されるもので、横手市では議員
一人に対し月額1万円を交付しています。

　令和６年度は25人の議員に対し合計300万円を交付しました。
執行額は約197.3万円（交付額の65.7％）となりました。

　交付された政務活動費に残額があった場合は、市に返還されます。

政務活動費

政務活動費って…なぁに？

令和６年度の収支状況は？

使わなかったお金はどうなるの？

令和6年度
政務活動費支出額の
内 訳

研修費
617,183円
27.5％

研修費
617,183円
27.5％

広報費
969,665円
43.3％

広報費
969,665円
43.3％

広聴費
95,700円
4.3％

広聴費
95,700円
4.3％

資料作成費
28,500円
1.3％

資料作成費
28,500円
1.3％

資料購入費
202,812円
9.0％

資料購入費
202,812円
9.0％

調査研究費
71,110円
3.2％

調査研究費
71,110円
3.2％

事務所費
201,688円
9.0％

事務所費
201,688円
9.0％

事務費
54,833円  2.4％

　「市民と議会の懇談会」は、議員との意見交換を希望する団体・
サークル等と、テーマを決めて意見交換をするものです。
　横手の今や未来の“あんなこと”“こんなこと”を議員とじっくり
話し合ってみませんか。
　お申込みは随時受け付けています。お気軽にご連絡ください。

市民と議会の懇談会 申込受付中です！

●お問い合わせ先　横手市議会事務局　〒013-8601　横手市中央町8-2　TEL 0182-32-2535　FAX 0182-32-6539

お気軽にお問い合わ
せ

くださいね！

議会だよりの一層の充実を図るとともに、開かれた議会を目指すため、
｢横手市議会だよりモニター」を募集します。

●業務内容　年４回発行される
議会だよりを読んでいただき、
アンケート調査などによりご
意見をいただくほか、議会だ
よりモニター会議にご参加い
ただきます。

●任　　期　令和8年8月 31日まで
●募集人数　5名以内
（サークルの代表者等の方から団体としてのお申
込みもできます）

●お申込み　横手市議会ホームページ（ページ番
号1004269）から専用申込フォームにてお申
込みいただくか、申込書をダウンロードのうえ
必要事項を記載いただき、横手市議会事務局ま
でご提出ください。

●応募資格　（１)～(２）の要件に該当する方
（１）　次のいずれかに該当する方
　•市内に住所を有する方
　•市内に事務所又は事業所を有する方
　•市内に存する事務所又は事業所に勤務する方
　•市内に存する学校に在学する方
　•市に対して納税義務を有する方
（２）　議会が行う広報・広聴活動に深い関心を持ち、
　　　公正な社会的見識を有する方
※国会議員又は地方議会議員、横手市職員はご応募い
ただけません。

議会だよりモニターの
お申込はこちらから

議会だよりモニター会議 高校生議会だよりモニター会議

広報分科会
厚生常任委員会協議会
大森浄化センター整備事業に
関する調査特別委員会
総務文教常任委員会行政視察
（～23日、愛知県豊橋市・豊
田市）【P12】
東北市議会議長会定期総会
（秋田市）
全員協議会（行政課題説明
会）、議員特別研修報告会

4日
15日
18日

21日

24日

25日

４
月

群馬県富岡市議会行政視察受入
全国市議会議長会第101回定期総会（東京都）
大分県九重町議会行政視察受入
議会改革推進会議、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会（議案説明会）、総務文教常任委員会

16日
20日
22日

27日

５
月

市議会6月定例会（～6月20日）【P2～11】
広報分科会
議会運営委員会
全員協議会（議案説明会）
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
厚生常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、広報分科会
宮城県亘理町議会行政視察受入
広報分科会
新潟県南魚沼市議会行政視察受入
産業建設常任委員会行政視察（～7月2日、新潟県燕市・三条市・長岡市・見附市）

2日
5日
10日
11日
12日
13日
18日
25日
26日

30日

６
月

横手市議会だより
　　　　　　　　　　　しています
横手市議会だより
　　　　　　　　　　　していますモニターを募集

アンケ
ート

議会の　　動き主な

横手市議会事務局
〒013-8601　横手市中央町8-2
TEL 0182-32-2535
FAX 0182-32-6539

Email：gikai@city.yokote.lg.jp

お申し込み
お問い合わせ先
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（２）　議会が行う広報・広聴活動に深い関心を持ち、
　　　公正な社会的見識を有する方
※国会議員又は地方議会議員、横手市職員はご応募い
ただけません。

議会だよりモニターの
お申込はこちらから

議会だよりモニター会議 高校生議会だよりモニター会議

広報分科会
厚生常任委員会協議会
大森浄化センター整備事業に
関する調査特別委員会
総務文教常任委員会行政視察
（～23日、愛知県豊橋市・豊
田市）【P12】
東北市議会議長会定期総会
（秋田市）
全員協議会（行政課題説明
会）、議員特別研修報告会

4日
15日
18日

21日

24日

25日

４
月

群馬県富岡市議会行政視察受入
全国市議会議長会第101回定期総会（東京都）
大分県九重町議会行政視察受入
議会改革推進会議、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会（議案説明会）、総務文教常任委員会

16日
20日
22日

27日

５
月

市議会6月定例会（～6月20日）【P2～11】
広報分科会
議会運営委員会
全員協議会（議案説明会）
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
厚生常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、広報分科会
宮城県亘理町議会行政視察受入
広報分科会
新潟県南魚沼市議会行政視察受入
産業建設常任委員会行政視察（～7月2日、新潟県燕市・三条市・長岡市・見附市）

2日
5日
10日
11日
12日
13日
18日
25日
26日

30日

６
月

横手市議会だより
　　　　　　　　　　　しています
横手市議会だより
　　　　　　　　　　　していますモニターを募集

アンケ
ート

議会の　　動き主な

横手市議会事務局
〒013-8601　横手市中央町8-2
TEL 0182-32-2535
FAX 0182-32-6539

Email：gikai@city.yokote.lg.jp

お申し込み
お問い合わせ先

あなたと市議会　第84号　2025.8.1 14あなたと市議会　第84号　2025.8.115

ぎかいトピックスぎかいトピックス



第
84号

■
発
行
日
：
令
和
７
年
8月
1日

■
編
　
集
：
広
報
広
聴
委
員
会

■
発
行
：
横
手
市
議
会

　
〒
013-8601

秋
田
県
横
手
市
中
央
町
８
番
２
号（
本
庁
舎
６
階
）

　
TEL 0182-32-2535  

E-m
ail gikai@

city.yokote.lg.jp 
U
R
L https://w

w
w
.city.yokote.lg.jp/

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　私たち横手城南高校ソフトボール部は、現
在２年生２名、１年生５名の計７名で活動し
ています。人数が少ないので湯沢翔北高校と
の合同チームで試合に出場しています。部員
は全員、高校からソフトボールを始めました。
毎日、互いに褒め合い、教え合いながら楽し
く笑顔で頑張っています。
　練習では、日々個人の技術向上を目指し、特
に打撃に力を入れて頑張っています。また、自
主練習にも積極的に取り組み、自分に足りない
部分を重点的に練習しています。合同練習の際
には、連携を中心に練習しています。そのため、
コミュニケーションを多くとったり、試合を想

横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!

横手城南高等学校ソフトボール部の練習風景

　横手市議会では、市議会の活動や取組を議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横
手市議会」を放送しています。議員が交代で出演し、市議会の活動や取組を自らの声で紹介する
もので、市民参加を意識した番組づくりに力を入れています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。

分科会長　宮川　拓也　副分科会長　林　一輝
委　　員　加藤　勝義　寿松木　孝
　　　　　加藤　雄太　土田百合子

　広報分科会では、議会だよりモニターの皆さ
んからいただいた意見などを参考に、日々より

良い紙面づくりに努めております。より多くの視点と声が、良い
紙面づくりの為には必要ですので、お気づきの点などございまし
たら是非お声を寄せてくださいますようお願い申し上げます。

（林　一輝）

次号（No.85）の発行は令和 7 年 11 月 1 日の予定です。次号発行日のお知らせ　

横手城南高等学校
ソフトボール部

定した動きを常にしたり、合同チームならでは
の弱さを補えるよう練習に打ち込んでいます。
　部訓である「ＫＡＺＥ」を胸に、「感謝」を
忘れず、「あきらめず」「全力で」「笑顔」で
プレーしていきます。そして、自分を信じ、仲
間を信じて、ソフトボールを仲間とできる時間
を楽しみたいと思います。
横手城南高等学校ソフトボール部 ２年 松井　結愛

まつ  い　　　ゆう  あ

令和7年6月9日放送
｢市議会のハテナ～一般質問とは～」

市議会ホームページで
過去の放送内容を
お聴きいただけます。

毎月第2・4月曜日　午前10時40分～
再放送：翌火曜日　午前 7時30分～

8/11　行政視察報告（産業建設常任委員会）
8/25　9月定例会のお知らせ

今後の放送予定

好評
放送中

広報広聴委員会  広報分科会

編 集 後 記

横手市議会だより

横手城南高等学校3年　大山　愛未さん
あい  みおおやま

｢龍驤虎視｣
りゅうじょう  こ     し

横手城南高等学校２年　鈴木　真央さん
ま　おすず  き

｢夢彩色｣
む   さい しょく

◆大 山　愛 未 「龍驤虎視」
　この作品は、その名の通り、龍と虎が互いに睨み合い、戦いを
始めようとしている場面です。そして、鳥居の前の陰陽師の少
年が龍笛を奏でながら、その戦いの行方を見守っているという
ストーリーで描きました。
◆鈴 木　真 央 「夢彩色」
　この絵の鳥は「ワカケホンセイインコ」という外来種です。そ
の下の蛾は「オオミズアオ」という蛾で、日本全国に生息してい
ます。「非現実」感を念頭に、色鉛筆で何度も塗り重ね、深みのあ
る色を出せたと思います。

作品のこだわりポイント！主な内容

84 令和７年８月１日号
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